
 

 

 

 

北九州市立埋蔵文化財センター移転事業の進捗について 

１．概要                                   

旧八幡市民会館の利活用として、現在小倉北区金田に所在する埋蔵文化財センターおよび

小倉南区南方に所在する南方収蔵庫を集約して移転する事業を実施しています。 

令和４年度には建築の実施設計および展示の基本設計を行いました。 

令和５年度は、展示実施設計を行うとともに、各種工事業者を入札にて選定し、耐震補強

及び改修工事に着手する予定です。 

令和７年度は、耐震補強及び改修工事の終了後に展示工事を行い、年度中のオープンを予

定しています。 

２．事業費                                  

工事費予算額   １，７５３，０００千円 債務負担あり 令和５年度～令和７年度 

建築工事   １，０９６，８００千円（契約予定額：落札済） 

  電気設備工事   ２５０，０００千円（予 定 価 格：業者選定中） 

  機械設備工事   ３２０，０００千円（予 定 価 格：業者選定中） 

その他の経費     ２５０，０００千円（収蔵棚等備品費、展示施工費など） 

３．スケジュール                                

令和４（2022）年度 実施設計、展示基本設計（令和５年５月まで） 

令和５（2023）年度 改修工事着手、展示実施設計 

令和６（2024）年度 改修工事継続 

令和７（2025）年度 改修工事終了、展示工事、備品（収蔵棚等）設置、オープン予定 

埋蔵文化財センター              南方収蔵庫  
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「日本遺産」総括評価・継続審査の結果について 

 

 平成２９年４月に日本遺産に認定された「関門“ノスタルジック”海峡～時の停車

場、近代化の記憶～」は、認定から６年が経過したため、文化庁により総括評価及び

継続審査が実施されました。 

 審査の結果、「認定継続」となりましたのでご報告します。 

 

１ 審査機関 

   日本遺産審査・評価委員会(文化庁設置) 

 

２ 審査内容 

  (１)提出書類 

   ①日本遺産を通じた地域活性化計画実績報告書 

     平成２９年度から令和４年度まで６年間の実績報告 

   ②新たな「日本遺産を通じた地域活性化計画」 

     令和５年度から令和７年度まで３年間の地域活性化計画 

 (２)現地調査(令和５年５月１５日実施) 

   日本遺産審査・評価委員(１名)及び文化庁職員による現地視察 

 

３ 審査結果 

   認定継続(令和５年７月１４日公表) 

 

４ 今後について 

   今回は令和７年度までの「地域活性化計画」が認定されました。令和７年度末

に令和８年度以降の認定継続のため審査が行われる予定です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○日本遺産とは 

  「日本遺産（Japan Heritage）」は地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統

を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」として文化庁が認定するもの。ストー

リーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や無形の様々な文化財群を、地域が主体となって

総合的に整備・活用し、国内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことにより、地域の

活性化を図ることを目的としている。 

○関門“ノスタルジック”海峡～時の停車場、近代化の記憶～ 

古来より陸上・海上交通の要衝であった関門地域は、幕末の下関戦争を契機とした下関・

門司両港の開港以降、海峡の出入口には双子の洋式灯台が設置され、沿岸部には重厚な近代

建築が続々と建設された。狭隘な海峡を外国船が行き交う景観の中、日本が近代国家建設へ

向け躍動した時代のレトロな建造物群が、時が停止したかのように現在も残されている。渡

船や海底トンネルを使って両岸を巡れば、まるで映画のワンシーンに紛れ込んだような、ノ

スタルジックな街並みに出会うことができる。 
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「岩松家住宅」の国登録有形文化財の登録抹消について 

 

令和５年８月７日付官報（文部科学省告示第九十五号）において５件の国登録有形

文化財の登録抹消にかかる告示がなされた。本市の小倉北区長浜に所在した「岩松家

住宅」の解体に伴う登録抹消が含まれ、これにより市内の国登録有形文化財は計２７

件（１件減）となる。 

 

１ 登録抹消となった建造物  

■ 名称    岩
いわ

松家
ま つ け

住 宅
じゅうたく

 

 ■ 所在地   福岡県北九州市小倉北区長浜町１１－４ 

 ■ 年代    大正時代前期（推定） 

 ■ 所有者   個人 

 ■ 登録基準  国土の歴史的景観に寄与しているもの 

 ■ 特徴・評価 木造二階建切妻造桟瓦葺。江戸時代以来、代々長浜浦の庄屋を勤

めた長浜浦の旧庄屋宅。町家の形式を基に、式台玄関や書院造の

座敷など、旧庄屋家に相応しい格式ある接客空間を備えた大正期

の建築である。都市開発が進む北九州市の中心部に残る希少な歴

史的建造物。 

 

 

      正面外観（北から） 

 
      側面外観（西から） 

 
    内観①（玄関の大戸） 

 
     内観②（ザシキ） 
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２ 登録抹消の経緯 

    

平成２８年度    長浜町の住環境整備事業に関わっていた西日本工業大学が、 

岩松家住宅所有者の賛意を得て、建築物の調査を実施 

    令和２年１０月  北九州市から文化庁長官へ登録有形文化財（建造物）への登 

録について意見具申（翌年３月に答申） 

  令和３年１月頃  所有者にて建物を活用できる売却先を検討 

    〃 ４月頃   所有者より不動産業者へ土地・建物の売却を委託 

    〃１２月頃   土地売買契約合意 

  令和４年４月   所有者より文化庁長官宛てに現状変更（解体）の届出、解体 

工事着手 

    〃 ５月   解体終了 

   

３ 登録抹消後の北九州市内の指定・登録・選択文化財件数 

  ・国指定文化財      １４件（うち建造物 ６件） 

  ・県指定文化財      ５１件（  〃   ３件） 

  ・市指定文化財      ８０件（  〃   ８件） 

  ・国登録文化財      ２７件（  〃  ２７件） 

  ・国選択文化財       １件（  〃   ０件） 

    合 計       １７３件（  〃  ４４件）   

 

４ 北九州市の指定文化財 

                    （今回答申後） 

                            
種   別 

国指定文化財 
(件) 

県指定文化財 
(件) 

市指定文化財 
(件) 

合 計 
(件) 

有
形
文
化
財 

建 造 物 ６ ３ ８ １５ 
絵 画 ０ ５ ２ ７ 
彫 刻 ０ ４ ６ １０ 
工 芸 品 ０ ８ ７ １５ 
書籍･典籍･古
文 書 

０ １ １０ １１ 

歴 史 資 料 １ ０ ０ １ 
考 古 資 料 １ ２ １４ １７ 

有形民俗文化財 ０ 10 ７ １７ 
無形民俗文化財 ３ ６ １３ ２２ 
史 跡 ０ ６ １３  １９ 
天 然 記 念 物 ３ ６ ０ ９ 
合    計  １４ ５１ ８０ １４５ 

 

種   別 
国登録文化財 

(件) 
  合計 

（件） 
 建造物   ２７   ２７ 

 

種   別 
国選択文化財 

(件) 
  合計 

（件） 
無形民俗文化財   １    １ 
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 水町遺跡６地点発掘調査成果について 

 

概 要 

個人住宅建設に先立ち、小倉南区湯川新町一丁目に所在する埋蔵文化財発掘調査を令和５

年 7 月 26 日から 8 月 18 日まで実施した結果、弥生時代終末期の箱式石棺墓等の遺構を確

認しました。石棺墓には人骨片や副葬品として、鉄製品や銅鏡が収められていました。 

水町遺跡６地点の調査成果 

水町遺跡は、足立山南麓、標高約 13m の低丘陵上に立地します。過去 5 回の発掘調査が実施され

ており、弥生時代～中世の遺構・遺物が確認されています。 

今回、第 6 地点の発掘調査が個人住宅建設に先立ち実施され、その結果、弥生時代の終わりごろ

（今から 1,800 年くらい前）の箱式石棺墓８基、石蓋土坑墓１基を確認しました。石棺墓８基のう

ち、４号石棺では、人骨とともに鉄鏃や鉄鎌、７号石棺では素環頭刀子が副葬されていました。さら

に８号石棺墓では、人骨片とともに、鉄剣、素環頭刀子、銅鏡が出土し、埋葬者は墓域を形成する集

団の長であった可能性があります。こうした墳墓群の事例は、小倉南区の蒲生石棺群、郷屋遺跡等

で認められ、弥生時代終末期の社会構成を考えるうえで重要な遺跡と言えます。また、８号石棺墓

で出土した銅鏡は、四禽文鏡と呼ばれる型式であり、中国の後漢代に製作され、日本列島にもたら

されたものです。 

なお、遺跡は記録保存終了後、個人住宅が建築されており、鉄製品・銅鏡については錆等の進行を

阻止するため、九州歴史資料館に保存処理を依頼しています。 

 

 

8 号石棺出土銅鏡 
（九州歴史資料館に保存処理業務委託中） 

7 号石棺検出状況(上は蓋石) 
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旧門司駅舎跡の発掘調査と報道記事について 
 

市民文化スポーツ局文化部文化企画課 
 
 

門司港地域複合公共施設建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務を、北九州市が芸術文
化振興財団埋蔵文化財調査室に委託し、９月 19 日より実施している。調査地点は、門司港
駅の南側隣接地で、旧門司駅舎に関連する遺構が埋存していることが予想されており、現在
のところ、機関車庫の可能性もある煉瓦積構造物等が検出されている。 

発掘調査現場を見学した外部の専門家が、SNS で発信したため、この情報がマスコミに
伝わり、市の正式発表前に報道記事となった。 

発掘調査を開始して４週間程経過しているが、未調査部分も多く、今後新たな知見が生じ
てくる可能性もあり、市としては調査の進捗を見極めて正式発表したいと考えている。 

調査は 11 月末までの予定で、11 月中旬以降に市民やマスコミ向けの現地説明会開催を
予定している。 
 

発掘調査位置図 


